
住友化学株式会社 三沢工場
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三沢工場のＲＣ活動を事例とした
住友化学サステナビリティ推進への取り組み



１．住友化学グループが目指す姿と
サステナビリティに関する最重要課題

２．三沢工場のＲＣ活動事例
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□ ICTの技術革新への貢献

□ 環境負荷低減への貢献

④保安分野のドローン活用
⑤モバイルＤＣＳの導入

①気候変動の緩和 （ＧＨＧ排出量削減）
②高度排水処理技術（ＭＣ法）の確立
③生物多様性と海洋プラスチックごみ問題



Ⅳ

経済価値、社会価値の両方を創出し、
住友化学の持続的な成長とサステナブルな社会を実現

社会課題の解決
Quality of Lifeの向上

(豊かでやさしい社会実現)

□ 環境問題 □ 健康増進□ 資源・エネルギー問題 □心地よい暮らし□ 食糧問題

幅広い技術基盤を活かした

ソリューション開発力

グローバル市場への

アクセス

ロイヤリティの高い

従業員

コア・コンピタンス

理念体系

目指す姿

挑むべき課題
(事業機会)

住友の
事業精神

経営理念

サステナビリティ推進基本原則

住友化学企業行動憲章

 技術を基盤とした新しい価値の創造に常に挑戦

 事業活動を通じて人類社会の発展に貢献

 活力にあふれ社会から信頼される企業風土を醸成

自利利他 公私一如

住友化学グループ の 目指す姿 3



サステナビリティ推進基本原則の制定

サステナビリティ推進基本原則

経済価値と社会価値の創出
（「自利利他 公私一如」の推進）

原則 1

原則 2

原則 3

原則 4

原則 5

原則 6

国際社会の
重要課題解決への貢献

関係機関との連携

ステークホルダーとの協働

トップコミットメントと
全員の参画

ガバナンス

住友の
事業精神

経営理念

サステナビリティ推進基本原則

住友化学企業行動憲章

自利利他 公私一如

自利利他公私一如
住友の事業は、住友自身を利するとともに、国家を利し、
かつ社会を利するものでなければならない

4



企業価値向上のイメージ
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目指す姿
経済価値、社会価値の両方を創出し、
住友化学グループの持続的な成長とサステナブルな社会を実現
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サステナビリティに関する最重要課題

７つのマテリアリティ
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7工場面積：７８万１千平方メートル 従業員数：１５０人
所属部門：健康・農業関連事業部門
製造品目：家庭用・防疫用殺虫剤の原体、および農薬の原体
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健康・農業関連事業部門：自社研究開発力を基盤に、
世界の食糧、健康・衛生、環境問題の解決に貢献します

全員参加でサステナビリティに取り組んでいます
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工場面積：７８万１千平方メートル 従業員数：１５０人
所属部門：健康・農業関連事業部門
製造品目：家庭用・防疫用殺虫剤の原体、および農薬の原体
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三沢工場 の 製品

工業的に合成した殺虫剤の有効成分

国内シェア 約70％

最終商品 の イメージ

お客さま（製剤メーカー）を経て
皆様にお馴染みの商品になります



三沢工場から世界へ！

三沢工場のあゆみ

私たちの製品は、世界各国に輸出され、

「生活環境の改善」「食糧の増産」「環境保護」

に貢献しています。

輸出比率 約80％
（2018年度実績）
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健康・農業関連事業部門
長期ビジョンとＳＤＧｓ

Sumitomo
Chemical

R&D

Health

健康・衛生

Environment

環境

Food

食糧

食糧増産
持続可能型農業
安心・安全な農作物

人々の健康や安全の保護 生活の質や環境の改善

高収益事業基盤の確立・グローバル事業拡大
コンプライアンス遵守と安全の確保

イノベーション事業創造差別化
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米軍基地
農地

空港

市民の森

（居住区）

市街地

１）周辺環境
① 太平洋まで4km（海抜27m）
② 米軍基地と隣接（西＆南）
③ 市民の森（北）
④ 農地（東）
⑤ 空港（⇒ドローン飛行制限）

２）気候
① 夏：ヤマセ（太平洋で発生）

視界不良で欠航多発
主に、南東の風

② 冬：厳寒期、主に西の風
-13℃ （設計：-20℃）
過去には60cm積雪も

３）公共水域
①公道下の埋設管を経由して
② 放流口は淋代川（農業用水

路末端）に合流し太平洋へ

三沢工場のロケーション

太平洋→← 小川原湖

２０１８年に
操業４０周年を迎えました



12気候変動の緩和
エネルギー・資源の効率的利用

LNG化 と 高効率CGS 導入

CGSの高経年化更新に併せて、
高効率化 と 燃料転換 を図り、
低炭素化、省エネ、CO2排出量
の大幅低減 と 合理化 を 両立!

□ 環境負荷低減への貢献

SOx 排出量と同排出原単位

NOx 排出量と同排出原単位

■燃料転換（A重油⇒LNG）とＣＯ2排出量低減

CO2削減に加え排ガス中の
SOx及び NOxも大きく低減
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13気候変動の緩和
エネルギー・資源の効率的利用

□ 環境負荷低減への貢献

SOX、NOX、ばいじんも大幅に低減
削減率（’16年度比 ’18年度実績）は
それぞれ98%、59%、65%

規制値を大きく下回る低位レベルでの
維持を実現している。

‘16～’18の実績（累計）
変動費合理化額 ＝ 約 260M¥
CO2排出削減率 ＝ 約 30 ％
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特定有用菌の
高密度凝集体（MC）

混合

特定有用菌の 「専用化」 と 「高密度化」

比率
BT処理
（通常）

MC処理

容量 １６０ １

単位容量当りの
排水処理可能量

１ ８００

＜ BT処理 と MC処理 の比較＞

処理排水

廃水
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□ 環境負荷低減への貢献

【ＳＳＳ】 MC（マイクロキャリア）法による排水処理技術

高密度に凝集させた活性汚泥を、特定成分を含む排水で有用菌を馴養させ、それを
廃水処理に用いることで、ターゲットとする化学物質を高効率に生物処理・分解する技術

製品・技術を通じた貢献
※ SSS = Sumika Sustainable Solutions
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【ＭＣ法技術の確立】⇒【CT処理排水のBT処理化の加速】

① 処理コストの削減
② 燃料消費量の削減
③ CO2排出量の低減

‘16～’19上の実績（累計）
変動費合理化額 ＝ 約 120M¥
ＣＯ２排出量削減 ＝ 約 3,300トン

処理単価高い

処理単価安い
BT処理
(活性汚泥処理)

工場排水
（易分解排水）

CT処理
(液中燃焼処理)

工場排水
（難分解排水）

MC処理
32%相当

□ 環境負荷低減への貢献 製品・技術を通じた貢献
※ SSS = Sumika Sustainable Solutions
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□ 環境負荷低減への貢献

生物多様性 と
海洋プラスチックごみ問題

◎当工場は、敷地の４分の１が緑地という環境
の中で様々な生物たちが生息しています。

◎工場内の調整池（桜ケ池）は ビオトープとなり、
多くの水鳥たちの憩いの場となっています。

■自然との調和・共生
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□ 環境負荷低減への貢献

生物多様性 と
海洋プラスチックごみ問題

◎世界で注目される「海洋プラスチックごみ問題」
に対し「私たちにできる事から始めよう」と言う
気持ちを一つにして、清掃活動を開始しました。

◎今ではすっかりＣＳＲ活動として定着しています

■淋代海岸の実態調査と清掃活動



生物多様性 と
海洋プラスチックごみ問題
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□ 環境負荷低減への貢献

「くらしを守る森公園」

ミス･ビードル号記念広場

国道 338 号住化 _淋代放流口

淋代川合流地点

住友化学

埋設配管

淋代川

約4km

【活動実績】＜青森県水辺サポーターにも登録＞

2018/10月:１２名（有志調査隊）約100kg
2019/ 4月:６２名（ＣＳＲ活動） 100kg

7月:３１名（有志） 100kg
9月:１５名（有志） 120kg



□ 環境負荷低減への貢献
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【環境OPLS】 や 【教育資料】 を用いて
環境保全、省エネや廃棄物に関する法律の
「知識ベースの底上げ」 、「意識付けと醸成」

を図っている

実施前 実施後 実施前 実施後

平均 1.2 3.6 平均 1.9 3.8

土対法理解度テスト 大防法理解度テスト

人に説明できる

0 1 2 3 4 5

全く知らない 聞いたことがある なんとなくわかる 重要点は理解した 　ほぼ理解した

土対法理解度テスト 大防法理解度テスト

全員参加 の 取り組み
を支える活動
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ICTで解決が期待される 課題の抽出 と 優先付け

期
待
効
果

実現性（難易度、投資額）

高

低

難 易

（
省
力
化
、
時
間
短
縮
等
） ドローン

PI
操業日報

無線計装

PI
ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ
ﾃﾞｰﾀ監視

原料用役
管理

光ﾌｧｲﾊﾞｰ
温度監視
(異常検知)

ウェアラブル
カメラ

分液
防堤カメラ
(画像処理)

ＯＴＳ
(教育ｼｽﾃﾑ)ＡＩ

予兆検知
システム

締切業務
効率化

音声認識
文字化

DCS
ｱﾗｰﾑ削減

PI
見える化
工場ｽﾃｰﾀｽ

PI
見える化
省エネ

お掃除
ロボ

ｱｼｽﾄｽｰﾂ

ｽﾏｰﾄ
ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

RFID
入退場管理

生産管理
高度化

ﾏﾙﾁｽﾍﾟｸﾄﾙｶﾒﾗ
ガス漏れ検知
(画像解析)

タブレット
PC

無線
ＨＩＳ

顔認証ｼｽﾃﾑ
入退場管理



保安分野のドローン活用

①工場の監視・管理の強化
・工場の敷地境界の監視
・定期コースのパトロール
・赤外線センサーを用いた
熱ロスの監視等への活用

・遠隔からの俯瞰的視野に
よる発災予兆の早期発見
（発熱、ガス漏洩など）

②災害時対応
・自然災害や保安トラブルが
発生した際の状況確認

・迅速な情報収集等

【Matrice210】（産業用ドローン）
・高耐久設計・防水防塵・寒冷地対応
・飛行安定性・障害物回避機能
・デュアルカメラ（赤外線、可視光）

米軍

市所有

DJI飛行禁止空域

パトロール個所

発着場

約450m

約350m

スマートファクトリー（セキュリティ強化、省力化）
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災害時
飛行ルート

災害時
飛行ルート

災害時の飛行ルート定時パトロールルート 撮影

発着

対策本部

ドローンパトロール



【 運用上の準備 】

① 事前のリスクアセスメント
⇒ ルール、手順化、表示、落下防止 等

② ＯＫＢで申し送り
⇒ 不具合、改善提案、追加リスク抽出

【 成果 】

① 管理室と連携しながらの一人作業
⇒ 遠隔指導でのＯＪＴにも展開可能

② 管理室と現場の移動（動線）が激減
⇒ 作業負荷の軽減、時間短縮、他

モバイルＤＣＳ（モバイルHIS）の導入

23
モバイルＨＩＳ



（1）ハード対策 ＝不正アクセス防止：FireWall

（2）ソフト対策 ＝社内指針に準拠した 無線LAN対策

① 無線通信（AP）のセキュリティと暗号化

② AP ⇔ SSIDの秘匿 （相互認識のみ可能）

③ 工場敷地外に電波が出さない

外部不正侵入へのセキュリティ対応

モバイルＨＩＳ
24

ウェアラブルカメラ導入後の操業イメージ

非定常作業

状況報告/相談

新人教育/OJT



（生物多様性）
・オイスカ海岸林再生
・ビオトープ［調整池］

（海洋プラスチックごみ問題）
・淋代海岸清掃活動
・青森県水辺サポーター

ＩＣＴの技術革新への貢献

環境負荷低減への貢献
（エネルギーシステム）
・高効率CGS［高経年化更新]
・燃料転換（LNG）

（省エネ/ＳＢＴ）
・ヒートポンプ
・照明LED化
・地熱利用、温泉利用

（環境汚染の予防 / 早期検知）
・埋設配管の健全性確認
・環境処理施設の異常検知

（排水処理の高度化）
・ＭＣ法による排水処理
・ＣＴ排水のＢＴ化

SSS

（ＩＣＴ技術利用）
・顔認証システム［Security］
・ドローンの保安分野での活用
・モバイルDCS導入

健康農業関連事業部門
のミッションそのもの

デジタル革新への取り組み
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三沢工場のＲＣ活動と社会価値創造のマテリアリティ

※ SSS = Sumika Sustainable Solutions
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ご清聴ありがとうございました
ご安全に！

住友化学株式会社 三沢工場


